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 日本母性衛生学会と千葉県 

 

  千葉県母性衛生学会３０周年を祝して 

 

         京都橘大学 

          前原澄子 

      歴代理事長 

 

       妊産婦死亡 

 

   千葉県妊産婦死亡数 

       昭和２５  昭和３５   平成２２ 

 

 全国   ４１１７   ２０９７     ４５ 

 千葉県   ８９      ６０      ３      

      乳児死亡 

 

      乳児死亡 

 



2012/12/11 

2 

       乳児死亡 

 

    妊産婦死亡原因 

 

       妊娠中毒症 

       出血 

       子宮外妊娠 

       産褥熱 

 

      出生の場所 

 

 

 日本母性衛生学会設立総会 

 昭和３４年１０月２８日 

 東京･中野公会堂 

 会長･久慈直太朗（日赤病院長） 

 発起人･厚生省 都道府県関係部課 

      保健所長会 日本公衆衛生学会 

      日本産婦人科学会 

      日本母性保護医会 

      家族計画関係団体 
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「母性衛生」巻頭言  森山豊 

妊産婦は、病院、診療所、助産所、自宅など
で医師、助産婦、保健婦らによって指導を受
けているのに、これらの間にはなんら有機的
なつながりはない。また、妊産婦に対する国
全体としての妊産婦保健指導あるいは保護
の体系が樹立されていない。 

   母性衛生学会の役割 

• 母性衛生学会は、行政担当者、医師、助
産婦、保健婦、その他妊産婦に関与する
全ての人々によって構成されている。従っ
て妊産婦指導はいかにあるべきか、また
妊産婦死亡を低下させるにはいかなる対
策を必要とするか、等の重要問題につい
て研究していくには、本学会はもっとも適
当であり、また本学会設立の目的といえる。 

       学術集会 

 

    シンポジウム題目 

 

第２回 妊産婦死亡の原因と対策 

第３回 周産期死亡について 

第４回 妊娠中毒症の対策 

第５回 産褥をめぐる母子の管理    

      児童福祉法 

児童福祉の理念 

 

児童育成の責任 

 

原理の尊重 

      福祉事務所 

 業務 

１ 児童及び妊産婦の福祉に関し、必要な実
情の把握に努めること。 

２ 児童及び妊産婦の福祉に関する事項に
ついて、相談に応じ、必要な調査を行い、及
び個別的にまたは集団的に、必要な指導を
行うこと並びにこれらに付随する業務を行う
こと。 
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  第２章  福祉の保障 

第２２条 助産施設への入所 

  １ 妊産婦の申し込みによる助産施設で 

    の助産 

  ２ 助産の実施の申し込み 

  ３ 助産の実施の申し込みの勧奨 

  ４ 助産施設情報の提供 

 第３章  事業及び施設 

 助産施設 

  第３６条 助産施設は、保健上必要があ
るにもかかわらず、経済的事由により、入院
助産を受けることができない妊産婦を入所さ
せて、助産を受けさせることを目的とする施
設とする。 

 

     母子保健行政 

昭和２２年 厚生省児童局母子衛生課 

        児童福祉法 

昭和２３年 母子衛生対策要綱 

    妊産婦･乳幼児の保健指導（昭２３） 

    育成医療（昭２９） 

    未熟児対策（昭３３） 

    新生児訪問指導（昭３６） 

      昭和３４年 

 WHO西太平洋地域第１回母性保護会議 

 新国民健康保険法施行国民年金法公布 

 小児マヒ指定伝染病に指定 

 日本老年医学会設立 

 メートル法実施 

 皇太子（現天皇陛下）ご成婚 

 看護婦学校養成所指定規則 

医学概論       看護学 

解剖生理細菌学 

精神衛生 

社会福祉 

衛生 

栄養 

薬理 
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     看護学内訳 

看護史  看護倫理  看護原理及び実際 

公衆衛生看護概論  内科学及び看護法 

外科学及び看護法  伝染病学及び看護
法 

小児科学及び看護法 

産婦人科学及び看護法 

精神病学及び看護法 

眼科学、歯科学及び耳鼻咽喉科学 

皮膚泌尿器科学 理学療法 

  助産婦養成所学科課程 

解剖生理学 婦人科学 産科学及び助産法 

新生児学 栄養学 優生学 衛生統計 

衛生法規  

妊婦及び褥婦保健指導 

新生児及び乳児の保健指導 

社会学大意及び社会事業 

助産婦倫理及び助産史 

  母子保健法（昭和４０年） 

目的 

 この法律は､母性並びに乳児及び幼児の
健康の保持及び増進を図るため､母子保健
に関する原理を明らかにするとともに、母性
並びに乳児及び幼児に対する保健指導、健
康診査、医療その他の措置を講じ、もって国
民保健の向上に寄与することを目的とする 

      母子保健法 

  母性の尊重 

第２条 母性は、全ての児童がすこやかに生  
まれ、かつ、基盤であることにかんがみ、尊
重され、かつ、保護されなければならない。 

     母子保健法 

  母性及び保護者の努力 

第４条 母性は、みずからすすんで、妊娠、
出産または育児についての正しい理解を深
め、その健康の保持増進に努めなければな
らない。 

母子保健の向上に関する措置 

知識の普及  保健指導  新生児訪問指導 

健康診査  妊産婦･乳幼児健康診査 

栄養の摂取に関する援助 

妊娠の届出及び母子健康手帳の交付 

妊産婦の訪問指導及び医療の援護 

低体重児の届出、未熟児の訪問指導及び養
育医療の給付  医療施設の整備 母子保
健施設 
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看護学校養成所指定規則 

               （昭４２） 
看護学 

 看護学総論 

 成人看護学 

 小児看護学 

 母性看護学 

     母性看護概論 

     母性保健 

     母性疾患と看護 

  

 

 助産婦学校養成所指定規則 

 母子保健概論 

 母子保健医学 

 助産論 

 助産業務管理 

 母子保健管理 

 地域母子保健 

 家族社会学 
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     医療介入分娩 

         

        ME機器導入 

        複数人員の介入 

      ↓            ↓ 

  安全な分娩の保障  安楽への不満 

 

     健やか親子２１ 

１．思春期の保健対策の強化と健康教育の 

  推進 

２．妊娠出産に関する安全性と快適さの確保 

  と不妊への支援 

３．小児保健医療水準の維持･向上させるた 

  めの環境整備 

４．子どもの心の安らかな発達と育児不安の 

  軽減 

     妊娠出産に関する 

    安全性と快適さの確保 

妊娠出産に関する安全性を確保しつつ快適
さを追求するために、専門職の意識の改革、
医療機関間の連携、分娩･入院環境の改善、 

地域保健サービスの内容の転換、職場の母
性健康管理体制との連携の一層の推進等
が必要 
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     保健水準の推移 

妊娠･出産について満足しているものの割合 

      目標      １００％ 

      策定時      ８４．４％ 

      中間値      ９１．４％ 

      直近値      ９２．６％ 

 

  

 

       連   携 

グループの目的：グループの目的が明確で 

           メンバーが賛同し共有して 

           いる 

結合力：メンバーそれぞれが持つ特色を認 

     め合い、共通の目的に向かって、そ 

     の技で補い合う 
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      プロジェクト 

１．時代の要請が強いこと 

２．リーダーに強い志と気概があること 

３．技術陣のレベルが高いこと 

     リーダーシップ 

１．その場にふさわしいリーダーを持つ 

２．グループの方向付けをする 

３．勇気をつける 

      学会の役割 

         方法の開発 

         方法の適用 

         方法の教育 

 

 

 ご静聴ありがとうございました 

  千葉県母性衛生学会の 

             ご発展を祈ります 


